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CIMリクワイヤメントの実践！
ベンダー各社によるリクワイヤメント対応デモンストレーション

オートデスク株式会社
AEC フィールドマーケティング 野坂俊司

CIMリクワイヤメント と オートデスクソリューション





CIM導入ガイドラインで作成すべきモデル と AEC Collection



CIMリクワイヤメント と オートデスクソリューション
～ AEC Collection ～



No. BIM/CIMリクワイヤメント項目 H30年度施策

①
契約図書化に向けたCIMモデルの構築
（設計・施工）

新たに策定した「３次元モデル表記標準（案）」をもとに2D図面と連動した3Dモデル
作成・活用を実施。

②
関係者間での情報連携及びオンライン
電子納品の試行

新たに策定した「情報共有システム機能要件」をもとに3Dビューを活用した関係者
間共有、オンライン納品を実施。

③ 属性情報の付与
付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属
性情報の直接付与が可能に）

④
CIMモデルによる数量、工事費、工期算
出

3Dモデルでの数量算出のため、改定された「土木工事数量算出要領（案）」をもとに
課題や結果をとりまとめる。

⑤ CIMモデルによる効率的な照査の実施
詳細設計照査要領に基づく従来の照査と比較し、3Dでの照査による効率化の程度
についてとりまとめる。

⑥
施工段階でのCIMモデルの効率的な活
用

施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確
認を実施。

⑦ その他【現場特性に応じて設定】
実施する現場の特性に応じてカスタマイズ。受発注者の協議を介し、3Dデータ活用
による生産性向上の手立てを探る。

BIM/CIMリクワイヤメント項目



• 保存したビューに必要な情報（寸法や属性など）を付加

• ビュー毎に違う角度で違う情報の確認

①契約図書化に向けたCIMモデルの構築
AEC コレクションによる対応例１



• 動的に寸法や標高などを表示

①契約図書化に向けたCIMモデルの構築
AEC コレクションによる対応例２



▪ ブラウザ上でCIMモデルを表示・属性確認・任意断面表示、距離、面積等計
測、朱書きが可能

Windows Exploreからブラウザへファ
イルをドラッグ＆ドロップ

②関係者間の情報連携およびオンライン電子納品の試行
BIM360 Docsによる対応例1



②関係者間の情報連携およびオンライン電子納品の試行
BIM360 Docsによる対応例２

モバイル端末対応
3Dモデルナビゲーション、マークアップ編集、
ドキュメント、フォルダのリスト表示



③属性情報の付与
AEC コレクションによる対応例１

• 土木構造物の設計を進
めると同時に必要とする
属性情報をプロパティ画
面で付加

• その情報を元に速やか
に集計表を作成



• 「プロパティセット」を
使い必要な情報を
セットで管理

• 属性をIFCに書き出
し

③属性情報の付与
AEC コレクションによる対応例２



▪ 施工ステップに沿ったCIMモデルの構築

工事前現況 床掘・掘削 根固め工

水制工 築堤盛土工 完成

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例１



▪ 仮設・施工計画用３D部品

Civil User Group
http://cim-cug.jp/

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例２

https://bimobject.com/ja

cim-cug.jp
cim-cug.jp


▪ 土量算出

現況地盤

計画地盤

プリズモダイル法による算出

平均断面法による算出

基準サーフェスと比較
サーフェスを入力

横断抽出とマテリアル算出を行
うことで指定した断面ごとの切
り盛り面積と土量表として自動
出力

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例３



▪ 仮設計画

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例４



概算事業費と工期の算出

CSV

数量と単価を含んだ集
計表作成、CSV出力

数量、単価等から概算事業費・工期を外部で算出

TimeLinerにてCSVを読み込み、工期情報か
ら工事期間を設定

モデル更新時に
リフレッシュ

モ
デ
ル
更
新
時
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例５



▪ 概算事業費と工期算出事例

材料費、人件費等を各部材ごとに入力

時間軸でコ
ストをシ
ミュレー
ション

＜＝時点

＜＝労務費

＜＝機械費

＜＝合計

＜＝材料費

④CIMモデルによる数量・工事費・工期算出
AEC コレクションによる対応例６



⑤CIMモデルにおける照査の実施 – 構造物の干渉チェック
AEC コレクションによる対応例１

既存構造物とCIMモデルとの干渉を照査

レーザースキャンした既存構造物と設計
データによる干渉チェック

埋設物との干渉チェック



⑤CIMモデルにおける照査の実施 – 部材の干渉チェック
AEC コレクションによる対応例２
鉄筋同士及び鉄筋と部材等の干渉について照査

設計の初期段階から干渉箇所の確
認が可能

干渉箇所の情報をレポート出力



⑤CIMモデルにおける照査の実施 – 施工計画の照査
AEC コレクションによる対応例３

施工時のシミュレーション等により支障物、ヤード、交通条件等、施工計画の妥当性を照査

CIM導入ガイドライン河川編より



▪ 現場条件の変更が生じた場合のモデル変更

杭の変更（支持層深さの変更に伴って杭長の変更を行う）

現況地
盤

支持
層

現況地
盤

支持
層

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用
AEC コレクションによる対応例１

容易にCIMモデルが変更可能



▪ 現況地形の変更に土工数量が対応（Civil)

容易にCIMモデルが変更

横断測量から作成した現況地形サーフェス

現況地形を対象に作成した道路の3Dモデル 道路の3Dモデルから切り出した横断図

起工測量で得られた詳細な現況地形サーフェス

詳細な地形に合わせて測点間も自動でモデル化 3Dモデルから切り出される横断図は自動更新

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用
AEC コレクションによる対応例２



施工時必要な形状や属性情報等

トンネルの支保工形状を複数作成

工事中に得られた地質条件により支保パターンを変更
測点区間を設定し支保パターンを変更した3Dモデルを作成

当初計画のトンネル支保パターンによる3Dモデル

設計変更された支保工パターンによる3Dモデル

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用
AEC コレクションによる対応例３



施工時必要な形状や属性情報等

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用
AEC コレクションによる対応例４



AEC コレクションを詳しく知る

http://bim-
design.com/infra/iconstru
ction/

体験版30日間

http://bim-design.com/infra/iconstruction/file/colloection_leaflet.pdf
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住民説明、関係者間協議の例
～Autodesk InfraWorksで作成するCIM統合モデル～

関連住民からの CIMリクワイヤメント



住民説明会にて事業者側から提供された平面図（AutoCAD Civil3D）



住民説明会にて事業者側から提供された縦断、横断図（AutoCAD Civil3D）



位置を合わせ背景に地図を表示（AutoCAD Civil3D）



国土地理院から各種データをダウンロード



現況建屋等の合成広域地形モデル（InfraWorks）



2次元平面図の合成（InfraWorks）



県道部分へのテクスチャの配置（InfraWorks）



住民説明会にて新幹線事業者側から提示された平面・縦断図



作成した上下部工の3Dモデル合成（Civil3D）



景観や日影シミュレーション等、合意形成に活用（InfraWorks）





InfraWorksデータWEB共有
https://infraworks360.autodesk.com/viewer/index.html?url=https://infraworks360.autodesk.com/api/account/28d6cc3aac3711e2
bde222000a891705/group/552/scenario/9cd70cab-4f01-48a4-84a2-71b977ec2ad7

https://infraworks360.autodesk.com/viewer/index.html?url=https://infraworks360.autodesk.com/api/account/28d6cc3aac3711e2bde222000a891705/group/552/scenario/9cd70cab-4f01-48a4-84a2-71b977ec2ad7


2018年2月24日 北陸新幹線工事 住民説明会

住民への配布資料



防音パネル 防音パネル

②

⑤

④③①

⑥ ⑦
⑧

⑨ (a) (b)



MMSによる点群計測（ReCap Pro）



CIM統合モデルとMMS点群データの合成（InfraWorks）



ご清聴ありがとうございました。

http://www.ocf.or.jp/


